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第 12回 文化庁京都移転の機運を醸成す

るための連続講座 

 

令和 2年 11月 10日（火） 

＜ゲスト＞ 

小山 登美夫氏 

（小山登美夫ギャラリー株式会社 代表

取締役） 

塚原 悠也氏 

（contact Gonzo メンバー） 

＜ファシリテーター＞ 

綿江 彰禅氏 

（（一財）芸術と創造 代表理事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

綿江：よろしくお願いします。ディスカッ

ションに入る前に話題提供っていうこと

で，私からお話をさせていただければと

思います。皆さん，エコシステムって多分，

そんなに聞き慣れない言葉で，日本語で

いうと生態系ですね。いろんな木が生え

て，それを虫が食べて，動物になってとか，

そういうようなものを，エコシステムと

英語でいいますけども。 

いろんな業界でエコシステムっていう

ものがあるんですけども，今日は，いわゆ

るビジュアルアーツ，美術エコシステム

っていうことで，ディスカッションして

いこうかなと思うんです。 

【別紙資料 P1】 

 アートっていわれるときの市場規模み

たいなものを毎年，弊社のほうで整理し

ていますので，それをご紹介できればと

思うんですけど，まず 1個目ですね。「美

術品市場」。これが大体 2600 億円ぐらい

あります。美術品とは何かというときに，

業界関係者が定義しているものですけど

も，一点物というか，ちゃんと本物である

というふうに認めた美術品。もしくは複

製品であれば，複製何個されたよという

ものを，美術品というふうに定義して，こ

のぐらいの金額になりました。購入場所

ですが、例えば一番，主要なのは，画廊と

かギャラリー。ここで買うのが一般的で，

あとは百貨店でも結構売っています。そ

の他，インターネットで買ったり，アート

フェアっていう見本市みたいなもので買

う場合もある。 

 次に「美術関連品市場」と定義している

のは，例えばゴッホのひまわりあります

よね。本物は高くて，なかなか一般の人は



2 

 

買えないんですけど，ポスターや T シャ

ツ等のグッズ，複製品を買ったりする場

合があるかと思います。それを関連品と

定義しています。それが 491億円。 

 3 つ目。関連サービス市場というのが，

599億円。これは，美術館とか博物館に行

ったときに支払う入場料や，京都でいう

と PARASOPHIAのような大型の美術イベン

トに対して，皆さんが訪問して消費する

もの。こういうものを含んでいます。 

 それで，1 番目と 2 番目を合計すると，

約 3000億円で，3つぐらいまで入れると，

3600 億円になる。こういうような試算を

しています。 

これが多いのかどうかですが、実はそ

んなに大きな産業ではないですね。 

【別紙資料 P2】 

他の産業と比較すると，例えばペンと

か鉛筆とかの製造，文具の製造業とか，水

産養殖業とかカラオケボックスよりは大

きいですが、デザイン業よりは小さい。近

年，非常に注目されている業界なのです

けども，業界だけを見ると，そんなに大き

なものではないです。 

【別紙資料 P3】 

 これが世界でどのぐらいの規模なのか

というと，2008 年以降の世界の推移です

と，大体 7 兆円です。これより前はすご

く拡大していて，なぜかというと，中国の

経済成長に伴って，年々1割，2割ぐらい

のペースで増えていた。最近は，中国もあ

る程度，頭打ちになっているので，大体 7

兆円ぐらいで推移しています。じゃあ，日

本がどのぐらい大きいのかということを

世界で見た場合に，主要な右側のところ

が国別のシェアなのですけれども，1位が

アメリカ，大体世界の半分。次点でイギリ

ス。あと，中国，フランスとか。日本をこ

のところに当てはめると，大体 2.8 パー

セントということで，世界で 5番目，6番

目ぐらいのシェアということになります。 

 次に，日本の美術品の買い方の特徴で

す。先ほど，美術品とグッズみたいな美術

関連品というものがあると申し上げたの

ですけど，例えば草間彌生の本物は，何千

万円ぐらいしますよね。 

 

小山：何千億です。 

 

綿江：億か。億ぐらいします。皆さん買っ

ているキーホルダーとかは 1,000 円ぐら

いですね，多分。まず，日本人の中で美術

品を買ったことがある人って，16 パーセ

ントなのです。次に，グッズみたいなもの

を買ったことある人は 18 パーセントで，

実は美術品そのものよりも，グッズを買

ったことがある人の方が多い。じゃあ，そ

の人たち，同じ人かっていうと，そうでも

なくて，両方買っている人は 7 パーセン

トなのですね。美術品は買ってないけど，

グッズだけ買ったことがあるとか，美術

品だけ買ったことがあるというふうに。

僕は、日本人というのは，この関連品みた

いものは結構，買っている国民だろうな

って感じている。だから，よく日本で美術

品が売れないというのですけど，それは

事実で，この美術品は売れないのだけど

も，関連品は売れているから，そういう意

味では，所有したいという欲求はある国

民なのだなと思っている。だから，もしか

すると，何らかのきっかけで本物を買っ

ていくっていうことが，わっと広がる可
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能性も，実は秘めているのかなと思って

います。 

【別紙資料 P5】 

 この表の左側の数字が美術品を買った

ことがある人の割合、右側が関連品。後ほ

ど，小山さんが京都でギャラリーを構え

ていたときの話をしてもらうかと思いま

すが、京都は美術品購入に関して意外に

渋めな感じという話を聞きます。このデ

ータを見ると、たしかに美術品は買わな

いが、関連品は買っている。日本で 1 位

ですね。関連品はとても買う県民性なの

だということ。日本はもともと，美術品と

いう定義がそんなになくて，浮世絵とか，

もしくは真贋を自分で見極めるって，本

物かどうかっていう概念がないので，京

都はどっちかっていうと，そういう文化

の中で，何だって自分が気に入ったもの

であればいいっていうような文化で来て

いるのかなと思ったりもしています。 

【別紙資料 P6】 

 エコシステムという話なので，作品の

売買の話をさっとしようかなと思うので

すけど，まず，アーティストがいます。ア

ーティストが，ギャラリーに所属し，作品

を提供して，この人たちがコレクターに

販売をしてくれて，見返りを，お金をもら

う。コレクターは，美術館に作品を預けた

り，寄付をしたり，寄託をしたりっていう

ことがあります。皆さんは，観覧料を支払

って，それを見る。もしくは，コレクショ

ンいっぱいあるので美術館を建てちゃう

というようなこともある。同時に，細かい

話をすると，小山さんみたいな，直接アー

ティストから作品を仕入れているギャラ

リーもあるけども，コレクターから，もう

要らないよといった作品を買い取って，

またそれを欲しい人に売るような画廊も

あります。それは，画廊である場合もある

し，オークションの仕組みはまさにそう

ですね。要らない人からいる人に回す。さ

らに言うと，業界内の業者同士でもその

ようなことが，交換会という形で行われ

ていたりします。あと，日本で重要なのは，

百貨店。これ，日本独自のシステムなので

すよね。海外を見ると，古い時代は百貨店

で美術品を売るということもあったよう

ですけども。 

 

小山：海外でもあるの？ 

 

綿江：昔はあったみたいです。それを日本

の百貨店がまねしたらしいのですよ。日

本が明治時代くらいの頃ですね。でも，も

う百貨店自体が，あんまり海外にはない。 

 今のが作品売買の話だったのですけど

も，美術館に行くのが，皆さん一番，身近

かなと思う。アーティストは美術館に頼

まれて，展覧会やるということもあるし，

もしくは，ある作品を貸してくれと言わ

れて貸したり，ギャラリーとか画廊とか，

コレクターも作品を，場合によっては，無

償だったり，お金をもらって貸したりと

いうことがあります。それに対して，市民

は観覧料を払って，行政も実はお金をそ

こに入れているっていうことなのですね。

日本では，美術館がやっているように見

えて，実は新聞社とかテレビ局とかがや

っているということが多いんですけども，

ちょっと飛ばします。 

 僕，これ最近よく聞かれるのですけど，

美術館って儲かっているんでしょ？って
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言われるんですよね。京都の国立近代美

術館あるじゃないですか，東山の，あそこ

の収入を例として見ると，入場料収入と

かそういうものって，3 割なのですよね。

あと 6 割は，補助金でやっていると。金

沢 21世紀美術館，今，日本で一番，お客

さんが多い美術館なのですが，そんなと

ころですら，半分は税金でやっている。絶

対儲かりっこないわけなのですよね。だ

から，そういう意味でいうと，美術館から

アーティストに払われる制作費，フィー

なんていうのも，たかが知れているのだ

ろうなということを予測できますし，こ

れだとなかなか生活できない。かなり難

しそうだということが分かります。 

【別紙資料 P10】 

 これは小ネタ的に，アートパワー100と

いうのは，『タイムズ』紙で毎年，今年の

100人とか，そういう特集があると思うの

ですが，それのアート版みたいなのが，冗

談半分であるのですよね。つまり，その業

界内で誰がパワーを持って，影響を動か

しているのだという話で，一番多いのが

アーティスト。その次はギャラリストな

のですよね。あと，キュレーター、コレク

ター。コレクター入っているの，面白いで

しょ。売るほうは分かるのだけど，買う人

まで影響力を持っちゃうというところが。

意外に少ないのが，美術館ディレクター

であったり，あとは学者さんとか。 

 

小山：その他は誰がいるの？ 

 

綿江：その他はコレクティブみたい，メデ

ィアとか。これも時代とともにすごい移

り変わるので，面白いのですけども，皆さ

んがイメージしているキュレーターとか，

学芸の方が企画して動かしてるみたいな

スタイルからは今はもう変わってきてい

るのかなと，そういうことを思ってます。 

 ちなみに，京都って面白いなと。全然，

違う動きも最近あって，今までアート系

の寄付なんて，ほとんどなかったんです

けども，クラウドファンディングが普及

し，市民が直接アーティストに寄付した

り，この劇場もクラウドファンディング

でできたみたいなことはあるし，行政が，

今まではここにお金を出てたんだけども，

むしろこれの寄付とかが円滑に進むよう

に，今，京都市は支援をしてるということ

が，非常に新しい動きなんだなというこ

とは思います。あと，京セラ美術館ですか，

ネーミングライツ。だから，ある種，あれ

も寄付といえば寄付。広告的な意味合い

もあるけども，寄付でどかんとお金を払

うみたいなこともあります。 

 という話を，駆け足でさせていただい

たのですけども，まず，小山さんにはエコ

システムの中で，そもそも，どういう役割

をされてるのかということを補足いただ

いたりもしていただいて。 

 

小山：補足なんですけど，販売って書いて
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ますけど，販売するのが難しいんです。そ

れが一番，大変なとこで，どうやったら販

売がスムーズにできるようになるかって

いうところまで，そのアーティストの情

報とか，もちろん作品が一番ですけども，

それが難しいとこで，そこら辺を，美術館

やコレクター，あとは評論家の人たちと

か，そういった人たちも巻き込みながら，

そのアーティストの価値をつくって，こ

の人はすごそうだな，重要そうだなとな

って，売れていく。 

 もちろん，好きだから売る，買うってい

うのが一番，初めなんですけど，安いとき

はそうなんですけど，だんだん中堅どこ

ろになってくと，それだけでもなくなっ

てくるんで，こういった人たちを巻き込

むというか，その人たちでもって，価値を

つくっていくって感じ。だから，アーティ

ストの一番初めって，誰も知らないじゃ

ないですか。そのときは安くするんです

よ。とにかく売る。この人は若いアーティ

ストで，安いし，でも面白い。そのときに

は安いから，この値段で出しても大丈夫

だろう，若いからね。この後の活動がどう

なっていくのか分かんないっていうこと

で出せるんですけど，それが 100 万ぐら

いになってくると結構，大変になってく

るんですね。そうすると，そのときに，そ

のアーティストが，1 回目，2 回目，3 回

目とやってく間に，『美術手帖』とかいろ

んな雑誌で評が出たりとか，新聞で評が

書かれたりとか，あとは何とか賞を取っ

たりとかっていうのが，若い頃に起こる

ことじゃないですか。 

 それから，誰々っていうコレクターが

購入してる。今，日本でも高橋コレクショ

ンとか，田口さんとか，桶田さんとか，そ

ういう，いわゆるさっきコレクターの人

がいっぱいプレーヤーに入ってましたけ

ども，そういった人たちに買われたらす

ごいぞと思われるようなコレクターの人

たちが，今もちろん前澤さんとか，一番，

日本で有名になりましたけども，そうい

う人たちが入ってたりするでしょ。そう

いった人たち側に買ってもらう。それも

本当，若いときなんですね。それによって，

注目度がちょっと来るわけですよ。それ

からしのぐわけですね。 

 それから美術館で個展をやる。美術館

で個展をやるってのが，日本の場合はそ

んなに威力をあんまり持たない。もし 21

世紀美術館とか森美とか，そういうとこ

だったら，もちろん威力は持つかもしれ

ないんですけども。日本の全ての美術館

と，ニューヨーク近代美術館とかが，もし

同じ時期に，同じ日にオープニングをや

りたいと言ったら，日本のアーティスト

全て，ニューヨーク近代美術館行きます

よ。なぜかというと，ニューヨーク近代美

術館は力を持ってるのと，いいアーティ

ストを輩出してきた歴史があるからです

ね。それは，いろんなアメリカのアーティ

ストだけじゃなくって，世界中のアーテ

ィストを，彼らはリサーチをしてやって

きたっていう，その美術の歴史を。もちろ

ん，ニューヨーク自体のそのミッション

としては，パリからニューヨークに中心

を持ってくるっていうことがあったって

いうことも含めて，すごいことをずっと

やってきたわけじゃないですか，1950 年

代ぐらいから。そういった歴史がある中

でやってるということの積み重ねがあっ
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て，そこで草間彌生をニューヨーク近代

美術館でやったりすると，すごい爆発的

な。ニューヨーク近代美術館，日本人のア

ーティストがやったんだってっていうの，

初めてなんですよ，個展をやるのは。それ

がロサンゼルス・カウンティっていう美

術館に行って，それ以降，世界中の全ての

美術館が，やってるんですよ。そういった

ことを考えると，美術館が持ってる威力

っていうのはすごいです。パブリックな

とこには強かったりするんで，いろんな

人たちが見たりするわけですね。 

 日本の一番，大きな問題は，日本の美術

館にお金持ちが関わってないってことな

んですよ。京都はちょっと違うかもしれ

ませんけども，アメリカの美術館ってい

うのは，ニューヨーク近代美術館でも，ど

このほとんどの美術館がそうなんですけ

ども，全て寄付で成り立ってたりするん

で，その寄付をあげてる人たちには，事業

の成功者であったりとか，いろんな形の

お金を持ってる人たちが周りにいるわけ

ですね。それが美術と確実に関わってる

ということがあって，それがコレクター

であったりとか，美術館のコミュニティ

ーであったりするっていうことが，すご

く大きなところであったりするんですね。

そこを，コレクターと美術館っていうの

は，いろんな意味で，アーティストの価値

をつくるという上においては，すごく大

事なとこなのかな。アカデミズムみたい

なとこだったりするんですけど，そこら

辺が大事で。 

 それから，それで売れるっていうこと

だけを考えると，今オークション。セカン

ダリーマーケットっていうのが，プライ

マリー。僕，ギャラリーから作品を売りま

した。そのコレクターの人がもう一回，手

放したいっていうときに，そんなに要ら

なくなったとか，ちょっと違う作品にし

たいなって思って，普通に売ることもあ

るんですけども，誰かがオークションに

出したりして，同じ作家の，そしたら 10

万円で買ったものが 1000 万円に，オーク

ションで落ちちゃったりすることがある

わけですね。そうすると，10 万円で買っ

たものを持ってる人たちは，もしかした

らこれ，1000 万円なのかなって思って，

売りに出す人が増えるんですよ。そうす

ると，セカンダリーマーケットが，そこで，

そのアーティストの人が盛んになった場

合に，すごいある意味でのオークション

っていうところは，そういったものをす

ごく促す場所として，成立するんですね。

だけど，今すごく日本で面白いことが起

こっているのは，オークション，マーケッ

トで非常に爆発的に売れてる人たちと，

美術館でやってる人たちのアカデミズム

が，応援したいと思ってるアーティスト

の人たちのギャップが，結構あるってこ

となんですね。だから，その部分が日本の

国公立っていうこともあるかもしれない

んですけども，いろんな意味で，その部分

っていうのは，非常に面白いところが結

構，起こってたりします。 

 

綿江：いろいろ後ほどお伺いしたいこと

を。 

 

小山：いろんなことが。 

 

綿江：いろいろ聞いちゃったんです。また
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後ほど戻ってきたいと思って。 

 

小山：はい。 

 

綿江：塚原さんは，アーティスト側から見

て，どんなふうに見えているのかってい

うのと，あと，どういう作品を制作してい

るのか。非常に売りづらい作品を扱って

いるので。 

 

塚原：そうですね。僕は，今の立場でいう

と，アーティストってところに一応いる

んですけれども，ギャラリーに所属して

るわけでもないということと，基本的に

はパフォーマンスという，時間の中で体

を動かすような行為を主に作品として発

表しているので，なかなかコレクション

しにくい形態のことを，常にやっている。

例えば，作品も作るんですけれども，それ

も一つの物として完結しているものって

いうのがあんまりないので，人が，さっき

おっしゃってました，所有しにくい形態

のものばっかり作ってるんですね。だか

ら，ちょっと違う形態で，自分たち自身の

エコシステムってのは考えていかないけ

ないっていうのはあって，そういう中で，

今年で 15年目なんですけれども，ちょっ

とだけ映像を見ていただいたらいいと思

うんですけど。 

 

小山：いつぐらいから，やってるんですか。 

 

塚原：2006年ぐらいに始めたんですよね。 

 

小山：すごい。 

 

塚原：それと，関西っていうことも，ちょ

っと関係してんのちゃうかなと思ったん

で，またそれも後でお話しできると思う

んですけど。 

※contact Gonzo によるパフォーマンス

映像を公開 

さっき小山さんがおっしゃってた，一

番安い時代，2006 年に始めた頃かなと思

うんですけれども，梅田駅の BIGMAN前っ

ていう待合のところで使われているよう

な場所なんですけれども，そこに行って，

いきなり体をぶつけ合ったり，殴り合っ

たりするようなことをやってみたという

感じです。僕らは基本的に体をぶつけ合

う，殴り合うっていうパフォーマンスを

即興的に，いろんなところでやるってい

うことをやっていて，そこから派生する

パフォーマンス中に撮る写真であるとか，

こういう映像であるっていうのを，美術

館とかギャラリーで展示したりするとい

うこともやっていたり，15 年の間で，ま

た他のアイデアが出てきて，それも試す

ってことがあるんですけれども，基本的

には体を使って，時間の中で何かを起こ

すっていうことを作品としているって感

じですね。YouTubeが出始めの頃に，こう

いうものを出したりしてました。2，3 分

のやつをちょっと出して，もっと長いや

つは展示できるように置いてあるという

感じです。これが 2006年で，もう一個の

映像があったと思うんですけれども，そ

れを見ていただいて。 

※contact Gonzo によるパフォーマンス

映像を公開 

そっからメンバーがどんどん増えてっ

て，このときは 6人いたのかな。全員，誰
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もダンサーとかじゃないんですけれども，

知り合ったやつが面白い人いますって言

って，連れてきたりしながら，こうやって

集団としておっきくなっていったという

感じです。これ，さっき小山さんおっしゃ

ってた，MoMA に呼んでもらってパフォー

マンス，エントランスでやったときです

ね。これが 2013年なので，結成してから

7年目ぐらいって感じですかね。基本的に

はやってることは一緒で，即興的にぶつ

かり合うっていうことをやってます。 

 僕自身はもともと芸大とかではなくっ

て，大学の文学部の美学科っていうとこ

ろで，ダンスの振り付けの研究とか，そう

いうことをしていて，大学院入ったと同

時に，NPO法人ダンスボックスという劇場

に勤務をし始めて，そこで知り合ったダ

ンサーと，こういう動きを実験的に公演

でやり始めたという感じですね。最初の

映像に映ってたもう一人が，一緒に始め

た人です。 

 

小山：これは，パフォーマンスのセクショ

ンに呼ばれたの？ 

 

塚原：そうですね。ちょうど日本の美術展

を 2013年ぐらいにやってて，70年代以降

のやつですかね。その関連ということと，

当時，ちょうどパフォーミングアーツっ

ていうものが美術館，いわゆるビジュア

ルアートの文脈で，再評価というか，再考

され始めた時期でもあったというのがあ

って，MoMA がパフォーミングアーツのシ

リーズを，年間 5 本か 6 本ぐらい紹介し

ていたときがあって，その中に呼んでも

らいました。 

 

綿江：塚原さんはさっき，あんまギャラリ

ーとかに所属してないっておっしゃって

た。こういうのは塚原さんがプロデュー

サーになって，直接やってらっしゃるの

ですか？ 

 

塚原：そうですね。メールしましたってい

うか，ちょうどリサーチチームが来てい

て，そのときに知り合って，メールしたら，

来いやってなったんで。本当はブラジル

に行くツアーが決まっていたので，中継

地のアメリカでどっか公演したいってい

うか，パフォーマンスする場所ないかっ

て聞きたかったっていうのでメールした

んですけど，じゃあうちでって話にして

いただいたんで。 

 

綿江：今まで，作品って販売したことはあ

るんですか。物というか，映像でも。 

 

塚原：あるといえばあるというか，この文

脈で，ギャラリーを通して販売するとい

うことは，ほぼないというか，山本現代さ

んで一回，新作作らしていただいて，その

新作を山本現代さんが今，持っていると

いうことはあるんですけれども，それ以

外では，大阪に事務所があるんですけれ

ども，そこで写真を販売したり，展示をし

たりっていうことを一応やってますけれ

ども。 

 

綿江：ちょっと聞きづらいこと聞いてみ

たいのですが。どうやって食ってるかを

ちょっと。 
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塚原：そうですよね。気になりますよね。

これ，後半の話題にもなると思うんです

けど，コロナの話があって，僕，たまたま

今年から KYOTO EXPERIMENTっていう共同

ディレクターの仕事とか，京都市立芸術

大学の彫刻科っていうところに非常勤で

入ったりしていて，たまたま安定的収入

みたいな感じで耐えてるんですけれども，

でも，Gonzo に関しては，ここ 10 年ぐら

いは海外のツアーですね。ダンスフェス

ティバルとかに呼ばれて回ってます。も

しくは，今ディレクターで入ってますけ

れども，KYOTO EXPERIMENT っていう，京

都でやっている国際舞台芸術祭で作品を

発表さしてもらったりとか，その作品を

次，他のところに持っていったり，そんな

に，めっちゃツアー回れてないですけれ

ども，そういう形で，ビジュアルアーツで

はなく，パフォーミングアーツというか，

ダンスフェスの世界っていうので成り立

ってたのかなと思います。ドイツとか，例

えば文化予算が安定している国とかです

と，その分ギャラもいいですし，そういう

フィーをしっかり払おうっていう文化が

ちゃんと根付いているところとかだと，

仕事が入るとすごい助かるなあと。15 年

ぐらい，単年度契約の外国人選手みたい

な生活をずっとしてます。明日，切られる

のかなみたいな。 

 

綿江：先ほど，私から説明した中で，決定

的に漏れてるのは，アーティストから見

たエコシステムなのですね。つまりいろ

んなアーティストのパターンがいて，ど

うやって食べていたり，どう何とかサバ

イブしてるのかという，そこら辺，教えて

いただいてもいいでしょうか。 

 

塚原：そうですね。多分エコシステムの中

に存在するアーティストっていうのは，

成功しているアーティストで，その下に

大量のアーティストがいて，僕は成功し

た人個人ではなくって，アーティストっ

ていう集団活動なんじゃないかなって思

うときもあるんですね。みんなでいろん

なことをトライアンドエラーしながら，

あいつ，あんなことやってるとか，じゃあ，

俺こうしようとか，その中で売れていく

人もいるし，そうじゃない人もいるとい

う，別のエコシステムが別の領域にあっ

て，そこに関してなら話せるという感じ

です。 

 

綿江：さっきの話で，小山さんとこにも入

ってるのは，売れる作家というか・・・ 

 

小山：売れない人もいます。 

 

綿江：そこら辺を育てるところからやる

というか。 

 

小山：そうですね。だけど，そこそこ食え

るぐらいではあるんですけど，みんな，割

とバイトやってる人ももちろんいるし，

バイトやってない人もいて，ギリギリで

生活してる人もいます。バイトできない

人もいるし，してる人もいます。 

 

綿江：アーティストを選ぶということで，

僕は芸能プロダクションをイメージして

います。スカウトするようなイメージな

んですか。 
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小山：いろいろ，アーティストの友達であ

ったりとか，僕，審査みたいなのやってる

ときに，そこで面白いと思った人をやら

ないかって言ったりするような感じで，

多分そんな感じ。スカウトみたいな感じ

ですよね。だけど，すごく違うのは，すご

いこれは面倒くさいんですけど，特にビ

ジュアルアーティストなんかは，それも

パフォーマンスとはちょっと違うんです

けど，死ぬまでが作品なんですよね。死ん

でからが作品になるっていうのを，究極

までいっちゃうと。死んで，全部の生き方

とかも含めて作品になっちゃうっていう

作品じゃないですか。例えばゴッホ。ゴッ

ホは短かったから 10 年なんですけど，そ

れはそれで全て，どうやってやってった

かがって，なるじゃないですか。ピカソも

そうだし。それで死んで，最終的にどうい

うような生き方をしたかっていうのがあ

ったりするんで，それによって評価って

決まると思うんですよね。だから，そこま

で考えると，すごくまだ先なんですよ，今

30代とか 40代とかのアーティストは。そ

うすると結構，大変だなって思います。 

 

綿江：そういったアーティストをいっぱ

い抱えて，基本的にはずっと長い付き合

いになるっていうイメージで，それで売

れる人もいて，売れない人もいるってい

うことですよね。 

 

小山：そうです。 

 

綿江：全体の中で，さっきも，初めの展覧

会は安いっておっしゃっていたのですけ

れども，ギャラリーとしては採算が合わ

ないっていうことですよね。 

 

小山：合わないですね。 

 

綿江：合わない。 

 

小山：合わない。 

 

綿江：だから，全体の集団の中で，芸能事

務所みたいに 1 人か 2 人，がんと売れれ

ば，全部，食わせられるっていう感じ。 

 

小山：そういう感じはあると思いますね。

いろんなギャラリーとか，そういうとこ

はあったりして，だけど，売れなかった人

たちが売れるようになっていくとかって

いうこともあったりとかすると思うんで，

そういうやり方は多分，皆さんやってる。

もちろん，仕事辞めてしまう人も，契約っ

ていうか，付き合いやめてしまうアーテ

ィストもいたりすると思うんですけど。 

 

綿江：そういう絵を作ったり，作品を作っ

たりっていうところがあると思うんです

けど，塚原さんみたいな，何を売ってんだ

ろう？と思うような作家さんのところで

は、どのような形のエコシステムになっ

てるのか教えてもらっていいですか。 

 

塚原：本当，それぞれですよね。僕らのチ

ームでいうと，活動していく中で，得意分

野を発揮する人たちがいるので。例えば，

1人は最初からなんですけど，グラフィテ

ィやってたり，絵がうまいとか，そういう

ことがあれば，作品の中でどんどん絵を
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描いてもらうとか，この部分，絵描いてと

か，どんどんそういう長所ばっかりやっ

てもらう。それを外部に紹介することに

よって，他の仕事につなげていくとか。彼

は今，東京行って，頻繁に展示に呼ばれた

りということになってきてるっていうこ

ともあるし。 

もう一人はフライヤーのデザインとか，

写真を撮る，映像を撮る，それを編集する

とか，そういうことがとても得意だった

ので。いろんな，それこそ京都芸術センタ

ーさんとかに，この人，こういうことでき

るんでと，紹介していく。それで，今，彼

はめちゃくちゃ忙しくなっている。 

他のメンバーでも，もともと陶芸やっ

てたり。うちの活動で忙しく回るよりも，

ちょっと自分のことを集中したらいいん

じゃないかというので，一回，出てもらっ

て。彼は自分でやって，今は，だいぶそれ

が仕事になりつつあるっていうとこもあ

るみたいなので，一個，何かするっていう

ことは，相当この業界では難しいので。 

僕の場合は contact Gonzo っていうこ

とを軸にしながら，KYOTO EXPERIMENTさ

んみたいにディレクターで呼んでいただ

くとか，大学の非常勤で呼んでいただく

とか，他のアート施設でも，共同ディレク

ションで入ったりとか，いろんなことを

複合的にやるっていうのが，メインのや

り方ちゃうかなっていう気がしますね。 

例えば，大学の教授職とかってあると

最高なんですけど，国内のパイは知れて

ることなので，あんまりそういうことは

考えないほうがいいんちゃうかなってい

うぐらいの枠ですよね。 

 

小山：それが 15年やってるってすごいよ

ね。 

 

塚原：結構，続いたと思うんですけどね。 

 

小山：すごいですよ。だから，ある意味で

は，伝説になるってこと，あり得るんだよ

ね。だから，セックス・ピストルズみたい

に，1枚しかアルバム出さないとかあるじ

ゃないですか。そういうような感じでな

るけど，コンスタントに，このパフォーマ

ンスをやってるわけですか。 

 

塚原：そうですね。 

 

小山：おお，すごいな，それは。 

 

塚原：やり始めたときは，あまりにもシン

プルなので，日本の都道府県を 2 回，回

れば，もう終わるだろうと思ってて。だか

ら，沖縄から北海道まで，日本 2 周した

ら大体いいかなと思ってたんですけど，

運よく続いてます。 

 

小山：ギャラ上がってったの？ 

 

塚原：ギャラは上がってますね。 

 

小山：交渉だよね。交渉しなきゃ。 

 

塚原：そうです。全部，自分で交渉してま

す。最初は，例えば東京に呼んでもらう最

初の企画とか，今も動いてるんですけど，

交通費で消えるやんみたいな額で呼んで

もらったんですけど，それも多分，小山さ

んも一緒で，広告費も兼ねてんのかなと。
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例えば，自分が中小企業やと思うと，それ

は広告費差し引いて，これでこうで，じゃ

あ，ここでやったやつは，YouTubeにすぐ

出そうとか，そういうふうに。 

 

小山：例えば，ここの美術館でやったりと

か，この場所でやったら，結構ギャラ高く

できるぞっていう場所，あるの？ 

 

塚原：小山さん，おっしゃってたように，

MoMA でやると，売り方違うんやなってい

うのは，体感はしました。やり始めの。 

 

小山：注目度，違うでしょ。注目度。 

 

塚原：そうですね。日本から見に来てくれ

たりとかもありましたしね。 

 

小山：あと，えばれるよね。 

 

塚原：あんまり威張っても，ださいし。や

けど，きょうは，ちょっと出しちゃいまし

たけどね。 

 

綿江：とはいえ，先ほどの国聞くと，ドイ

ツとか，海外が多いと思うのですけども，

さっきのそういう生態系みたいなものを

考えたときに，どう違います？ 

 

塚原：海外とですか。 

 

綿江：はい。 

 

塚原：海外って一概に言ってもあれなん

ですけど，例えば，ヨーロッパ，ドイツと

かフランスとかでも，体感ですけど，日本

と同じぐらい売れてないアーティストっ

て大量にいて，もしかしたら，日本よりい

っぱいいるかもしれないっていうことも

あるんですけれども，例えば劇場とかで

すと，持ってる予算が全然，日本とは違う

ということと・・・。 

 

綿江：予算が。 

 

塚原：あとは，割と実験的な表現に予算を

突っ込む文化があるのかな。僕らが，そう

いう劇場ばっかりと付き合ってるってい

うこともあるかもしれないですけども。

当然，向こうもシェイクスピアとか，オペ

ラとかをやってるんですけれども，それ

以外に，いわゆるコンテンポラリーなも

のっていうものにつげ込める予算がしっ

かりあるし，それをディレクターがぱっ

て決めれるっていう。だから，いいものを

面白い，来年来てっていう話は結構つな

がる。 

 

小山：それ，公的な資金が元なのかな。 

 

塚原：ほとんど公的な資金ですね，ヨーロ

ッパの劇場は。 

 

小山：例えば，劇場とか，オペラも全然も

うかんないですよね，絶対。 

 

綿江：全くもうからない。 

 

小山：そういったものだもんね，多分。 

 

塚原：そうですね。 
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綿江：日本の美術館の収支を，海外の美術

館と比べたことがあるのですけども，入

場料収入がとても多いのですよ。 

 

小山：21世紀のやつでしょ？ 

 

綿江：21 世紀美術館も，京近美のように

そんなに多く入っているイメージないじ

ゃないですか。それでも 3 割って結構，

多くて。例えば、ルーブルですら、入場料

収入の割合が日本よりも低いのです。た

だ，海外は寄付は多いですね。 

 

小山：総予算が多いってことでしょ，それ。 

 

綿江：総予算も多いけど，でも，入場料収

入の割合は日本のほうが高いんですよ，

割合でいうと。結局のとこ，新聞社のもの

って多いじゃないですか，展覧会。 

 

小山：それが今，結構，大変になってきて

るから。 

 

綿江：大変。だから，そうすると，実験的

な Gonzo さんみたいなのって，なかなか

投資しづらいですよね，ちゃんと回収で

きるような企画じゃないと。 

 

小山：だけど，逆にもしかしたら，できる

よね。 

 

塚原：そうですね。 

 

小山：僕はそう思ったんですよ。だって，

美術館ってあるじゃない。美術館はちっ

ちゃくて，ブロックバスターみたいな展

覧会で，お金出すじゃない。それは入場料

収入を当てにしてるかもしれないけど，

ある程度のお金はあるわけですよ，日本

の美術館，公立の美術館って。それを使っ

て，若い人たちとか，コレクションを使う

っていうのは，今，必要だと。コレクショ

ンを使うってのが，まずあるじゃない。あ

とは，若いアーティストの展覧会をする

ってのは，予算がかかんないから，それも

やってったほうがいいと思う。そういっ

た中ではできると思うんだよね。 

 

塚原：そうですね。お金がかからないよう

な仕組みを，僕らの世代は考えてて，特に。

バブル前と後とで，アーティストの考え

方って決定的に違うんですよね。あと，企

業メセナができる前と後っていうのも，

また全然，違ってて。 

例えば，知り合った企業の決定権ある

人に計画書を持ってって，それで 1000万

円もらえたし，展示ができて，これが作れ

たみたいな話はいっぱいあるんですけれ

ども，時代が変わっちゃって，僕らの時代，

周りのアーティストとたまにそういう話

もするんですけども，どれだけ少ない予

算で，上の世代と同じぐらいのインパク

トを残すかみたいなことも考えたりして

いる。段ボールで何できんねんみたいな

こととか。発想が，時代と経済状況っての

で全然，変わってきてると思いますね。映

像が多いっていうのも，予算がかからな

いからってことだと思います。だから，入

場料収入が多い，例えばカラヴァッジョ

呼んできましょうよみたいな話になった

ら，その分コストもかかるとは思うんで

すけれども，ゼロが三つ，四つ少ない予算
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の中で回るエコシステムがこっちにはあ

るので，全然それはできると思いますよ。 

 

綿江：チームでやるっていうのも，持続性

みたいなの関係するのですかね。あんま

り昔って，そんなにないですよね。最近，

増えましたけど。 

 

小山：ない。Chim↑Pom ぐらいじゃないで

すか，ずっと続いてんの。 

 

塚原：Chim↑Pom と僕らが同じ年に始めて。 

 

小山：そうなんだ。Chim↑Pom，15年たっ

てんだ。 

 

塚原：ほぼ，たってますね。 

 

小山：すごいね。 

 

塚原：すごいですね。 

 

小山：結構メンバー変わんないですよね。 

 

塚原：そうですね。 

 

小山：すごいわ。 

 

綿江：だから，ある種，そういう続くため

の仕組みでもあるっていう感じなんです

かね。どうなんだろう。 

 

小山：のかなあ。 

 

塚原：もしかしたら，あるかもしれないで

すね。エコシステムから離れると，例えば

1 人でやってると，展示の仕込みで 7 日

間，美術館に詰めてたとして，なんかうま

くいってないなって思ったときに，家帰

っても相談する人いないみたいなことだ

と，僕はしんどいと思うんですよね，僕は

ずっとチームでやってきちゃったから。

チームでやってると，美術館の中でこれ

どう思うとか，これ，全然うまくいってな

いねとか，ここはうまくいってるねとか，

作家単位の中で，客観性と社会性が生ま

れているので，安心して家に帰れるって

いうのはあるような気がして。それは続

けていく上で大事なのかなとは思います。 

 

綿江：面白いですね。 

 

小山：それぞれの特徴があるんで，さっき

のコマーシャルな部分で，食ってやりな

がらっていうのは，あんまり悲壮感ない

ですよね。1人のアーティストだと，作品

が売れないから・・・。 

 

塚原：大変そう，みたいな。 

 

綿江：バイトをして，みたいな悲壮感が。 

 

小山：だけど，バイトしてみてもいいと思

ってるんですよ，僕は。だけれど，美術っ

てマーケットの話がいっぱいあって，す

ごいお金の話ばっかし。誰々の若い子が

1000 万円なったよとか話があるじゃない。

そうじゃなくていいと思ってて，食えれ

ばいいと思ってるんですよ。それで，プラ

マイでずっとやってくっていう状況を作

れればいいと思ってる。それで，さっき言

った，死ぬまでやったとするじゃない。そ
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のときに必要なのは，美術館とかだった

り。価格が高くなって，社会的に認められ

たアーティストだけがアーティストなわ

けじゃないわけですよ。一生懸命，作って

て，今アカデミックな人たちが評価して

たりとか，売れてなくても，ずっと作り続

けてるアーティストがいて，それが地域

の美術館であったりとか，市の美術館で

あったりするところが購入するわけじゃ

ない。で，それを買ってくっていうこと自

体が，美術って死んで終わるけど，その後

20 年後とか 30 年後に盛り返されるって

いうことは，絶対あったりすると思うん

で，そういった意味では，アカデミックな

部分での美術館っていうのはすごく大事

だと思うんだよね。 

 

綿江：さっき小山さんが気になることお

っしゃっていた。MoMA とかは歴史がある

し，歴史があるところは意味付けや，権威

付けはできると思うんですけど，森美術

館とか金沢 21世紀ったら，そんなに歴史

ないじゃないですか。それでも，日本であ

そこに扱われると，アーティストの見方

が変わるっていうのは，どういうこと？ 

キュレーターですか。 

 

小山：それはキュレーターであったりと

か，あと，海外へのコンタクトのつながり

ですね。それはすごく強いと思う。だから，

そういった美術館は，どこの地方であっ

てもつくれるはずなんですよ，人がいれ

ば。だから直島なんかは，そういう大きな

美術館っていう機能はあんまりないんで

すけども，トリエンナーレ国際フェステ

ィバル，そんなやつですけど。 

 

塚原：瀬戸内。 

 

小山：瀬戸内とかね。 

 

塚原：瀬戸内国際映画祭。国際芸術祭。 

 

小山：だから，そういった形につながって

くことは，もしかしたらどの地方でもで

きる。だから，それはそういった美術館に

なるっていうことは可能だと思うんです

よね，プログラムを良くすれば。 

 

綿江：エコシステムの話に戻ると，日本の

そこら辺のアーティストの価値付けみた

いなところでいうと，美術館のどこら辺

に課題があると思われますか。  

 

小山：無理だと思うんですけど，美術館っ

ていうものが日本の場合は，47 都道府県

全部にあるんですよ，国公立美術館が。そ

んな国，ほとんどないんですよ。それなり

に一応，美術館，全部，造ってるわけです

よ。それで，美術館があるんですけど，ど

こも自分たちで価値をつくり上げようと

するところがほとんどないっていうのが，

まず一つ。 

 あとは，価値をつくり上げるだけの，街

自体に盛り上がりがないのかもしれない

んですけど，だからそこに，例えばさっき

言ったお金持ちとか，もしくはその地域

で，事業で成功した人たちがいたりする

と，それを美術館とつなげたら，ビジネス

で成功するってこと自体がすごい技術が

あるわけじゃないですか，ノウハウとか，

あとはコミュニケーション能力とかも含
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めて。そういったこととつながっていく

とかが，本当はできればいいんですけど，

癒着みたいになっちゃうわけですね。そ

れが，日本の行政の問題がすごくあって，

癒着じゃない形でできればいいと思って

て。だから，京都とかは京都市京セラ美術

館とか，ロームシアターとか。僕，さっき

ロームっていうのは会社だって初めて知

ったんですけど。そういうところが出し

てるっていうこと自体は，すごく面白い

かなと思ったりするんで，そういったこ

とも含めて，美術館は爆発すれば，すごく

面白いんですよ。だって，美術館があるん

ですよ，でっかい部屋が。まだ壁とかは，

予算がなくて汚かったりするんですけど，

そういうとこが動きだせば，すごく数あ

りますから。 

 

綿江：ネーミングライツみたいな，あそこ

までお金を出す事例って，日本，他にない

と思います。 

 

小山：ない。 

 

綿江：京都市さんが，エコシステムを何と

か育て上げようとしてるんですけども，

これは可能なのかを，ご意見いただきた

くて。地域単位で考えることができるも

のなのですかね。 

 

小山：地域単位っていうか，だけど，地域

単位？ 

 

塚原：地域単位？ 

 

綿江：塚原さんからは京都のエコシステ

ムがどのように見えていますか。 

 

塚原：地域単位っていうことでいうと，最

近は，僕らは京都の仕事はすごい多かっ

たんですよね，関西っていうところで見

ると。事務所とか，僕は大阪市内に住んで

いるんですが，大阪はそういう尖った表

現をどんどん発信していこうっていう文

化は，公的には今ほとんどないので。民間

にはいろんな人がいるんですけれども，

その動きは，ここ 10年ぐらい停滞してい

て。逆に京都での仕事，すごいたくさんも

らっていたので，そういう意味では，地域

単位ということで，京都には結構，意識は

してましたね。京都芸術センターさんで

あるとか，KYOTO EXPERIMENT であるとか，

あとは友達のアーティストが京都で色々

発表しているとか，そういうのはありま

すね。そういう意味で，地域単位っていう

意味ではあります。 

 

小山：すごいですね。京都グラフィもすご

いしね。 

 

綿江：そうですね。 

 

小山：確かに。 
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塚原：ただ，東京に比べたら，数は少ない

と思いますよ。 

 

小山：そうなの。 

 

塚原：はい。イベントっていう意味でいう

と。 

 

小山：そうかあ。いろいろあるもんね。 

 

塚原：それは当然そうだと思います。 

 

綿江：でも，何らか可能性感じられている

わけですよね，ディレクターとかもされ

て。 

 

塚原：そうですね。ギリギリ。あと，ゆっ

たりやれるっていうのはあるような気が

していて，同世代で Chim↑Pom とか見て

いると，ものすごい早いペースで作って

いるように見えるんです，僕らからする

と。僕らの多分，3，4 倍のスピードで動

いてて。僕らはのんびり集団なので，あの

ペースでやると，半年でもうええかなっ

て思っちゃうかなとは思っていて。だか

ら，そういう意味で，関西を，ファクトリ

ー的な感じで捉えている。例えば，ちっち

ゃい友達がやってるようなイベントで，

やったことないような実験的なことをや

る。それで大失敗するかもしれないです

けれども，大けがはしないんです。こっち

では。ただ，ばんってうまくいったときに

は，これ，いけるなってなって，それをち

ゃんと整えることによって，東京か海外

でできる。海外が多いんですけれども。 

小山：それいいことだね。 

 

塚原：だから，実験が割と自由にできる工

場のように，僕は捉えています。 

 

綿江：世界とは直接，別に京都だろうがつ

ながれるっていうことなので。 

 

塚原：そうです。 

 

小山：それはいいよね。それは全然できる

と思うんで。 

 

綿江：それ，京都のブランドかも分かんな

いですね。世界的にも認知されているっ

ていう強み。 

 

小山：そうです。京都っていうのは，みん

な知ってるから。それで僕も，ギャラリー

を京都に出したわけですよ。 

 

綿江：多分，皆さん，会場の人ご存じない

と思いますけど，小山さんは京都にギャ

ラリーを持ってらしたのでその話を。 

 

小山：タカ・イシイさんっていうギャラリ

ーと，うちのギャラリーで，場所が悪かっ

たらしいんですけど，六条，会場でご存知

の方がちらほらいますけど，六条ってい

うところの，西のほうかな。西洞院通りの

ほうなんで。 

 

塚原：そうですね。 

 

小山：あそこは京都じゃないっていわれ

たりしたりして。京都の人も入りそうだ
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ったんですが，東京の人だけでやったり

したっていうのもあったのかもしれない

んですけど。なかなかコレクターってと

こにリーチ行かなかったんですね。だけ

ど，関西のほうの美術館であるとか，何人

かの京都のコレクターとか，今も良くし

てもらってる人たちは何人かいます。だ

けど，お寺の人たちとか，いわゆる京都の

美術館の人たちがほとんど来なかったん

ですよ。だから，そういった意味では，と

ても難しいとこだなっていうので，撤退

っていうのを決めたっていう感じですね。 

 

綿江：一般的には，すごい京都の人って，

こんだけ美術に囲まれてて，美術品，買い

そうなものなんですけども。 

 

小山：僕らが東京もんだっていうことも

あるし，分かんないですね。だけど，骨董

の方たちとかはいたりして，売れるのか

もしれないですけど。なんで京都に来た

かっていうと，美術大学がいっぱいある

っていうことも含めて，現代美術に対し

て，そんなに違和感ないだろうなってい

うふうに思ったんですけど，結構，買うっ

ていうとこまでは，なかなかいかなかっ

たっていう感じ。だけど，バルケンホール

っていうドイツのアーティストをやった

りすると，すごい山のように学生とか来

たりしましたけどね。 

 

綿江：鑑賞とかそういう親しむはするけ

ども，新しいものを買うっていうとこま

ではあんまりいかないんですかね。 

小山：最近だけど，またお寺が，清水寺さ

んとか，いろんなところが，自分たちのと

ころでイベントをするようになってきた

りするんですよ，ここ 2，3年で。だから，

そういった意味では多分，変わりつつあ

ると思うんですね。それは，京都市京セラ

美術館ができたり，そういったこともす

ごく影響あると思うんですけど，今度，文

化庁が来るってことになれば，どんどん

変わってくような形になればいいかなと

思ってますね。 

 

綿江：その機運はね。塚原さんなんかでい

うと，売るというよりは，どっちかってい

うと，ファンドレイジングしていく感じ

になると思いますけど，そういう支援を

してくれる人は多い地域なんですか，京

都は。 

 

塚原：いや。 

 

綿江：多くないですか。 

 

塚原：僕が知らないだけかもしれないで

すね。僕らは，割とこの活動をずっと，公

的な基金に支えられてきたっていうのが

強いかなと思います。日本と海外の税金

ですよね。特異なものに出資しようとい

う気持ちで助けられてるって感じなのか

なっていう気はしますけれど，そういう

個人のつながりの中で，経済的に支えて

もらうっていうことは，ほとんどないで

すね。僕らも作品，事務所で売ってますけ

ど，2 万とか 1 万 5000 円とか，そんなん

で売ったりしてるので，いうたら，飲み代

で消えるようなものとか。木材多いから，

フレームにして売ろうみたいなノリでは

やっているけれども，特にコレクターが
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付いてるとか，そういうことではないで

すね。そういう文化と，ほとんど接触がな

かったっていうのが，正直なとこかなと

思いますけど。アートフェアとかも出た

ことないので。 

 

綿江：今回，KYOTO EXPERIMENT でディレ

クターをやって，結構大きな目線で見ら

れるようになってきてるかと思うんです

けど，京都のエコシステムに関する危機

意識みたいなものであったり，すぐに変

えることはできないですけど，こういう

ところから変えていきたいなっていうビ

ジョンみたいなものって，あったりする

んですか。 

 

塚原：今，また，あいちトレンナーレの問

題とかもいろいろあって，公的な基金の

考え方っていうこともありますし，あと

は分からないものをどう捉えるか，どう

接していくかっていうことの問題がある

ような気がしていて。世界的な問題だと

は思うんですけれども，経済が困窮して

いくと，分からないものをどんどん排除

していく方向にあるっていうのが，実は

反対なんじゃないかと思っていて，危な

いときにこそ，いろんなところに触手を

伸ばしていって，分からないものにどん

どん突っ込んでいく必要があると思って

いるんです。その中で現代アートみたい

なものって，それの代表みたいなもので

すよね。分からないっていうものを忌避

するのではなく，どんどん，もっと奥を見

てもらうとか，触ってもらうでもいいか

もしれないですけども，地域全体でそれ

が何なのかっていうのを考えるような土

壌っていうのがつくれたほうが，もっと

長期的に見たエコシステムの形成ってい

うのが，実現できるんじゃないかな。どう

しても経済の理論で考えちゃうと，3年と

か 5年，長くても 10年とかの目線になっ

ちゃうんですけども，もうちょっと，今か

ら産まれてくる子どもたちが死ぬまでの

スパンとかで考えていかないと，現代ア

ートを買いましょうっていう発想は，短

期的スパンでしか変わらない。 

 

小山：素晴らしいですよ，それは。自分た

ちがやってる考え方が 20年後を変えると

か，なんかのインタビューで読んだけど，

そんな感じはあったりするから。東京で

も，謎のおっきなビル群のエリアのとこ

ろが，アートを街中に入れようって，今や

ってますからね。そういうところっての

は，いろいろ起こってたりすると思う。マ

ーケットの美術が盛り上がってるのと連

鎖してはいるんですけど，アートってい

うものに対して，期待って結構あったり

するよね。 

 

塚原：そうなんですよね。今，小学校でも，

美術教育って正解があるじゃないですか。

書き方の正解とか，この絵は何を表して

いるとか，そういう正解があるっていう

文脈ではなく，例えば，いきなり現代アー

トを見せて「これ，どう思う？」とか，こ

れは何なのかなって，みんなで答えのな

い討論をするとか，そういうふうにシフ

トチェンジしていかないと，なかなか根

本からは変わらないなっていうふうに感

じてます。 
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綿江：そういう意味でいうと，コロナのこ

ういうものも一つ，人々の考え方であっ

たり，パラダイムチェンジのきっかけに

なってるのかなと思って。弊社で行った

調査では、普段，芸術に対して公金を使う

っていうことに賛成かどうかという問い

には，賛成が 3 分の 1 ぐらいなんですけ

ど，コロナの支援に関しては，賛成が半分

を超えているんですね。だから，社会的な

インフラとしては，必要だっていうふう

に思われているってことは，僕，個人的に

は，すごい意外で。 

 

小山：コロナのときにアートに使うって

こと。 

 

綿江：アーティストをちゃんと支援すべ

きだっていう意見が半分以上を占める。 

 

小山：半分以上ですね。 

 

綿江：いわゆる，社会のエコシステムの中

でアーティストっていう存在を，半分以

上の人がちゃんと尊重しているのだなっ

て思います。コロナに話を移して，純粋に

このコロナを受けて，個人的な変化と，業

界の変化も，見えているものと，もしくは

今後，起きそうなものに，ご意見いただけ

ればなと。じゃあ小山さん。 

 

小山：僕らのほうは，ギャラリーとしては，

8月は海外売上ゼロなんですね。それは初

めてぐらいだったんで。海外の売上が昔

は多くて，だんだん国内，海外とんとんに

なってきて，ここで海外がなくなっちゃ

った。だけど，9 月，10 月になってくる

と，だんだん戻ってきたんですよね。そう

いった意味では，そんなにでもないかな。

僕の知ってるインターネットのアート売

ってる人たちなんかは，すごく良くなっ

てるって言ってました。だから，家にいる

ことも多くなったっていうことも含めて，

家の中に何かを置くとか，そこに展示さ

れてる美術とか，そういったものが必要

になってくるっていうことには，なって

るみたいですね。 

 

綿江：Zoom とかで打ち合わせしてて，会

社ではびしっとしたスーツ着てても，

Zoom で家つなぐと，しょぼい感じだと，

化けの皮がはがれる感じありますよね。

だから結構・・・。 

 

小山：それもあるみたいですね。 

 

綿江：でも，純粋に家にいるから，そうい

う彩るみたいなものに関心が。 

 

小山：あとは，ずっと家にいて，旅行も行

けないじゃないですか。何もお金使って

ない人たちが買うっていうことはありま

すね。それは特に，僕らじゃなくて，さっ

きここに出てくる百貨店ってあるじゃな

いですか。百貨店は僕ら，最近よく使わし

てもらってて，トム・サックスっていうア

メリカンアーティストの展覧会，今，伊勢

丹でやってるんですけど，すごいですよ，

売れて。それは，行けない人たちが，外商

の絵画あるじゃないですか，そういうと

こにどぼって使うっていうことは，結構

あるみたいですね。 
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綿江：それは，百貨店と小山さんと，プラ

イマリーとのつながりは，販売をしてる

んですか。もしくは代行なんですか。 

 

小山：百貨店で販売してもらってますね，

僕らの。 

 

綿江：販売代行を依頼しているっていう。 

 

小山：そうです。 

 

綿江：だから，売ってはない。在庫は小山

さんのとこで持ったままっていうか。 

 

小山：百貨店が売ってます。僕らのものを

売ってたりするし。だけど，百貨店にもグ

ッズを直接，作らせて，それで売ったりす

る。1000 枚の T シャツとかが売れてたり

する。 

 

綿江：そうすると，今までみたいなプライ

マリーギャラリーと，百貨店，割と接触が

ないというよりは，最近もうここら辺は，

もうぐちゃぐちゃというか，あんまり。 

 

小山：百貨店自体が現代美術を今，必要と

してるんで。全ての百貨店がそうですよ。

今，すごいことになってますよ，多分。 

 

綿江：そうすると，表現自体が結構，古い

かも。プライマリーとセカンダリーって

いうのも，最近よく分かんなくなってる

じゃないですか。両方やってるギャラリ

ーもあったりとか。 

 

小山：百貨店なんかは，今は変わってきて

るんですけども，古美術は売れなかった

んですよ，贋作騒ぎがあったから。それは

今，いくつかの百貨店は大丈夫になって

きてるとこはあるんですけど，プライマ

リーにすごい力を入れているところとか

もあったりしますよ。それはすごい。すご

い大人気作家を輩出してるとこあります

から。 

 

綿江：コロナの影響を受けて，ここら辺の

流れっていうのは，なんか見えているこ

とってあります？コロナを受けて，ここ

ら辺のエコシステムみたいなもの，関係

性が変わっていきそうな予感。 

 

小山：どうなんだろう。美術館は一番やば

いんじゃないですかね。さっき，ブロック

バスターみたいな展覧会はできなくなる

っていうことって，逆に僕らにとっては

有利になる可能性があるかもしれないと

は思ってます。 

 

綿江：塚原さんはいかがですか。個人的な

意見として。 

 

塚原：パフォーミングアーツの世界，舞台

とか，音楽の世界もそうですよね。一番っ

ていうことはないと思うんですけど，か

なりダメージは受けてますね。この半年，

国内外，いろんなカンパニーの公演がキ

ャンセル続きで，存続の危機の人たちは

相当たくさん，日本に，世界中にもいるん

じゃないかなと感じています。こないだ，

ドイツのフェスティバルのディレクター

とも話してたんですけれども，自分たち

は公的基金が入っていて，これは乗り越
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えれるっていう算段がちゃんとあるんで

すけれども，もっとちっちゃい劇場とか

映画館っていうのが，営業が全くできな

い時間が半年もあると，家賃も払えない

し，ただ閉めるしかないっていうことが

あって。でも，意外とアーティストって，

そういうちっちゃいインディペンデント

な尖ったことをやる場所，京都でいうと，

例えばメトロとか，そういったところに

学生時代，多大な影響を受けて，将来，小

山さんのとこで作品を発表するようなア

ーティストに育っているはずなんですね。

そういう，一番最初のとがったものを見

られる場所っていうのが，なかなか公的

なサポートを受けていない状態が多いの

で，そこがつぶれていくと，その影響は，

来年とかじゃなくて，20 年後とかに出て

くることだと思うんですね，タイムスパ

ンでいうと。そこをどうにかしないと，違

うもの，分からないもの，新しいものって

いうのは，なかなか生まれてこない時代

が続くんちゃうかなというふうには思い

ますね。 

 

綿江：最後のほうの話に移っていきたい

ですけども，こういうものの中で，公が乗

り出すべきところっていうのは，どうい

うところだと思いますか？まさに今の話

もそうですけども，京都市なり文化庁も

含めて，何とかしようと思っているので

すが，何からどうしていけばいいかがあ

まり整理ついていないのですよね。そこ

ら辺をご意見いただきたい。 

 

塚原：多分それでいうと，京都市さんもか

なり迅速にサポートする制度を作ってい

ただいて，いろんなアーティストがそれ

に応募できているので，それで助かって

る部分はあるし，文化庁のほうからも，例

えばフリーランス向けの救済措置のよう

な予算は出してもらっているっていうの

で，他の海外の事例と比べても，助かって

いる部分は，業種によってはあるんです

よ。ただ，そういうちっちゃい小屋ですよ

ね。ちっちゃいっていっても，ランニング

コストはかなりかかるので，そういう予

算が入っても，多分もって数カ月なんじ

ゃないかなと。だから，別の営業していく

方法を考えていくことをやっていかない

と，サポートしていく予算っていうのは

増え続ける一方だと思うので，別の方法

で何か運営ができていければいいのにな

というふうに思っています。 

 例えば，僕らが KYOTO EXPERIMENT の仕

事をしてても，今の状態ですと，海外から

来たアーティストを 2 週間ホテルに閉じ

込めないと駄目っていうレギュレーショ

ンがまだ続いてますので，かなりそれが

仕事に影響をしている。仕事に影響とい

うのは，僕個人の問題なんですけど，コス

トもかかるし，そもそもそれを拒否する

アーティストもいますので，それはでき

ないって言われちゃうし，そういったと

ころもちょっと。もちろんこれはコロナ

の話なので，一概に全部オープンにして

くれとはいえないんですけれども，ウィ

ーンフィルとかも来れてはいるので，何

か新しいレギュレーションっていうのが

見えてくると，みんな，ちょっと希望が持

てるんちゃうかなっていうふうには思い

ますけれども。 
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綿江：行政がどういうところをサポート

すれば，アーティストが食えるようにな

ったり，もしくは制作を続けていったり，

もしくは，ちゃんといいものを作ること

に貢献できますか。 

 

小山：難しい。 

 

綿江：難しい話だけども。 

 

小山：どこだ。 

 

綿江：何からメス入れてこうかみたいな。

小山さんの問題意識みたいなのを，お伺

いしたいんですけど。 

 

小山：僕，さっき言った美術館とかの活性

化っていうのが一番問題で。癒着と，一緒

に共同作業していくことをどうやって変

えていくかって，日本の美術館は，いまだ

に過敏なんですよ。だから，そういったこ

とをどうすればできんのかっていうこと

とか。あとは，それと同時に，コレクター

とか企業とか，そういった人たちと美術

館がどうやって作業をして，寄付ができ

るかとか。寄付をできるようにするって

いうことが，一番すごく大切だったり。あ

と，それで税制の問題とかになってくる

と，国税とかが出てくるんで，すごい大変

なんですけど，そこができれば，本当に変

わっていくと思うんですけど，それは僕

らじゃ全くできないことなんで。どっか

を架け替えれば，すごい広がるような気

はするんですよね。だから，さっきのつぶ

れかけた小屋でも，もし昔そこでやって

たミュージシャンとかが，すごいお金を

あげられるっていうシステムとかを，普

通に作れたりとかすればよかったりする

と思うんだけど，そういったことがどう

やったらできるのかとか，よく分かんな

いんだけどね。寄付っていうことをうま

くできたりすると，いいかなって思った

りはします。システムのところで変えて

くれると，できるようになるのかなって

いうのが。それが専門じゃないですか。そ

ういうのをやってもらえるといいかなと

思いますね。 

 

綿江：確かに，京都の明るい材料としては，

寄付みたいなものが割と今，進んでてっ

ていう。小山さんが言ったみたいに，アー

ティストって，別にぼろもうけしなくて

も，食えれば何とかなるっていうことを

おっしゃっていたので，そういう意味で

いうと，1人食えるぐらい，じゃあ 5人で

1 人のアーティスト支えようかとかであ

れば，負担ないですよね。さっき塚原さん

が言った，アーティストも 100 パーセン

ト，アーティスト活動で食うんじゃなく

て，3 分の 1 だけアーティストをやると

か。僕は個人的に，実は国の仕事とかで，

それを促進しようとしているんですね，

イチゼロ的な生き方じゃないアーティス

トっていうか。昔は，夢を捨てて嫌な仕事

で食うか，アーティストに夢をささげて，

貧乏を我慢するかって，日本ってゴッホ

的なイメージというか，ああいうのがあ

るんですけど，そうじゃなくて，世界見る

と，割とみんな器用に生きてるなってい

う。 

 

塚原：そうですね。ちょっと話変わるんで
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すけど，サッカーのアメリカ代表が国に

プロリーグがなかった頃って，みんな，サ

ッカーしながら他の仕事をしていて，チ

ームがみんな，他の仕事を持ってる集団

になってたっていうのが，ものすごい面

白いチームになってて。 

 

小山：すごいですね。 

 

塚原：ギターやってますとか，エンジニア

ですとか。 

 

小山：その人たちが，また逆に，なんかや

ってくれるかもしれないね。 

 

塚原：そうなんですよね。そういう集団っ

ていいんじゃないかなって。僕らも，違う

現場にみんな飛んで，仕事して戻ってき

たりすると，情報とか，新しいこと覚えて

きたりとか，あの人，ああ考えてるとか，

そういう情報の出入りがすごいフレキシ

ブルになるのは，いいんちゃうかなとは

思いますね。 

 

綿江：世の中的にも，非常にいい流れなの

が，いわゆるアーティストが，半分，普通

の人をやると同時に，一般の人が，半分ア

ーティストをやるっていうことも，関心

が生まれてきてるんで。企業が，NPOに人

を派遣したりとか。 

 

塚原：そんなん，あるんですか。 

 

綿江：研修の一つとしてね。だから，今日，

こういう話を僕はしましたけど，こうい

うもので語れなくなってくるというか，

意味がなくなってくるのかなと思います。 

 

小山：そう思います。 

 

綿江：ちょっとこれは聞いてよっていう

ことを，最後，京都市からお願いされてい

ます。京都移転，文化庁が京都に来るって

いう話がありますよね。これが，今日話し

たような内容について，どういう影響が

あり得るのかなっていうのを，お二方の

思いを聞きたいなと。 

 

小山：だけど，文化庁の人たちは文化のこ

とは好きなんですよね？ 

 

綿江：多分。好きということになっていま

す。 

 

小山：そういった人たちが来るんだった

ら，いいんですよね。そういうような役所

になったらいいなと思います。 

 

綿江：でも，ほとんどが文部科学省からの

職員なので，教育は思いがあって入省さ

れるのですがね。文化はどうなんだろう。 

 

小山：そこら辺が，本当にいろんなことが

多分，役所が来ると，できると思うんです

よ。アイデアみたいなのを，もっといろん

な自由な形で出せるようになったら，そ

れはそれですごくいいと思いますよ。 

 

綿江：多分，国はそんなにエコシステムっ

ていう概念に，一生懸命に取り組んでい

ない気がしていて。日本全体の全ジャン

ルのエコシステムというと大き過ぎて。
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で，京都市は，割と適正な規模なので，行

政が関心を持って，むしろ国に影響を与

えられたらいいですね。 

 

小山：俺，だけど，今朝，文化庁の会議や

ってきました。Art Platform Japan。 

 

綿江：そうですよね。 

 

小山：そういうので考えてはいるんです

けど…。 

 

綿江：いるけども，大変ですよね。 

 

小山：…すごい大変ですね。 

 

塚原：システムの問題でいうと，来てみな

いと分からないっていうのが，正直なと

ころだと思うんですけれども，これを機

に，文化って何なんっていうのを，まずは，

もう一回，考えたり捉え直すであるとか，

そういうことも大事なんちゃうかなと思

っていて。そういったことが選挙に影響

を与えるとか，十分あり得ますし，選挙に

影響を与えるってことは，国政に影響を

与えるってことなので，長期的目線で見

たほうがいいのかなって。あと，京都って，

伝統芸能が強いとか，寺社仏閣がたくさ

んあってっていうのは，事実，そうなんで

す。一方で，ダムタイプみたいな新しいこ

とをやる集団が出てきたっていうことも

あるんですけれども，伝統と現代アート

みたいな尖ったものを，二律背反で捉え

ずに，一つの時系列の中で捉えたほうが

いいのかなっていう気はしていて。今，伝

統芸術って呼んでいるようなもの，もし

くは古くからあるものっていうものも，

かつては尖ったものであったはずで，そ

れが故に，歴史に残っているっていうこ

とが事実としてあるので，そういった側

面で，京都っていうのも，もう一回，捉え

ていくことのよって，伝統芸能から学ぶ

ことと，その上で新しいものを生み出す

っていう，両軸の歯車がちゃんとかみ合

うようなバランスを，都市機能として考

える必要があるのかなというふうには感

じています。 

 

綿江：非常にきれいに面白い。伝統と現代

のものもそうだし，京都は垣根ないです

よね。パフォーミングアーツとビジュア

ルアーツっていうのも，まさに KYOTO 

EXPERIMENT もそうだけど，両方扱ってい

て。大都市というか，東京などのフェステ

ィバルは特化型でいっちゃうんですよね。

それだけの予算があったり，人も来るし

っていうことなんだけど，京都って割と，

ゆるり，どんなものでも飲み込むような

のが，むしろ未来型というか，これからの

形に合ってるのかも分からないですね。 

塚原：そうですね。こないだ，京都の彫刻

家の先生をインタビューしたときも，こ

の 10年，15年ぐらい，彫刻っていうこと

を，もうちょっと拡大解釈していて，パフ

ォーマンスとつなげてきたような教育を

やってきたつもりだとは，おっしゃって

ましたので。 

 

小山：誰？ 

 

塚原：小山田さんですけど。 
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小山：ダムタイプの人。 

 

塚原：そうですね。なるほどって。今それ

が実を結んで，KYOTO EXPERIMENTでも，

紹介できている実績があるので，どんど

んそれは，これからもできていくだろう

し，さらに実験はできると思っています

ね。 

 

綿江：ちゃんと実ってきているっていう

ことですね。 

 

塚原：そうですね。 

 

小山：そうですね。すごいですね。 

 

綿江：すごい。本日はどうもありがとうご

ざいました。 

 


